










は日頃は見られない町屋内部の見学だが、現在でもピーク時には玄関に靴が置けない程混雑し、作品や を落ち着いて見られない状況だ。これ以上見学者が増えると押し合いへし合い り、作品や家具を破損する恐れもある。食事場所やお手洗いもパンク状態になり、見学する側は不満を感じ、主催者側 疲弊、二度とイベントなど たく という心境になっ しまうだろう。この構造は短期のイベントだけでなく 長期的なまちづくりについても同様なことが言える。人口が増えれば、それに合わせて小学校から高齢者施設まで社会サービスの充実など、際限なく投資や開発を進め 行かねばな くなるから 。■活性化度を 「コミュニケーショ 量」 で測る
21世紀になり、日常生活がものに溢れ、取り立てて欲しいものがなくなって
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知識が深まった」 「自分が知らない世界を見せてもらえた。自分の知らない人と交流するのが、こんなにも面白いのかと思った」などの記述があった。住民からは、 「学生さんと話せて楽しかった」 「な〜んもよーないと思っていた家に感心してもらえた」など活力を得たことや暮ら を再評価するコメントがあった。スマホにＳＮＳといった最新のＩＴを活用し、クールなコミュニケーションに長けた学生達だが、一方で五感 使っ ホット 会話を求めていることがわかった。舟橋村や藤野地区、そして学生達の様子か 「コミュニケーション量」をこれからの活性化指標に位置づけ はと考えるのである。
芸術文化学部が高岡市と結んだ連携協定の中で出版している『都萬麻Ⅱ』で

























駅に図書館を設置するなど心の満足を優先した事業を行ったことが要因として挙げられている。来館 子供達やお母さんに必ず声掛け など コミュニケーションを重視した取り組みが功を奏してい と考えられる。
暮らしにおけるコミュニケーションの充実欲求は、都市部の子育て世代にも




地元の農家から野菜をいただくと、例えばそれを２百萬と値付けす 移住者は、家の片付けを手伝ったり、インターネットの使い方を教えたり で２百萬分を返すという仕組みだ。そこには貨幣があ わけではなく、お互やりとりを記録した通帳があ だけだ。ポイントは通帳にはお互いの名前を記載するようになっていること。その とによって 地域 貨と う形式をとっているものの、中身 コミュニケーションツールとし 機能している。数ではなく質を求めるこれからの社会。その質を担保するのがコミュニケーションだ。
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